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要 旨 最近,免疫栄養食は感染予防に有用であることより,手術前に投与を試み有効実績を積みあげつ

































































症例 性別 年齢 背景因子(関連事項) インパクト⑨服用期間 栄養に関する常用薬
1 男 75 放射線肺臓炎 (肺癌術後) 3ケ月間
2 男 81 膿胸 (開窓術中) 3ケ月間
3 男 68 多発性骨髄腫 (胃痛術後,肺気腫) 6ケ月間 ビタミンB12
4 男 57 放射線肺臓炎(肺癌術後,勝月光癌術後) 4ケ月間














治 して,後日インパク ト⑳投与.インパク ト⑳投与後 も
体調の変化を感 じていないと回答 した.看護師はインパ






























としては,患者 ･看護師ともに4人 (80%)が ｢良くなっ
た｣ と回答 し (図 1),具体的な体調の変化 として,香
護師は ｢活力が感 じられるようになった｣,｢肌の張 りが









笑顔が多 くなった 1(25) 1(25)
思考が前向きになった 1(25) -
よく話すようになった - 1(25)
若返った (気がする) 2(50) 0(0)
体力 (体格)がでてきた 2(50) 2(50)
*｢良くなった｣ と答えた患者 4名と看護師4名におけるアンケー ト結
果であり,複数回答である.
また,インパク ト㊦投与後における体調の変化の出現


















































た.さらに,インパクト⑧購入費 (1パ ック :400円)
の自己負担に関しても,特に大きな負担とはならなかっ
たことより,長期投与が可能であることも明らかとなっ
た.
問題点の一つとして,immunonutrientsは種類も様々
であり,製品によって栄養成分の組成やアルギニン,W-
3脂肪酸,グルタミンなどの含有量が異なり,どの製品
を使用するかによって臨床効果に影響を及ぼす可能性が
あると指摘されている5).この点は人種差 もあり,日本
人に最適のimmunonutrientsの開発をさらに進めても
らいたい.
以上より,軽症感染症ならびに感染を繰 り返す易感染 宇
症患者に村するimmunonutrientsの長期少量投与の有
用性について述べた.今後,抗生物質の減量投与による
経済的効果も含めて検討していく予定にしている.
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Abstract Theefficacyofimmunonutritioninpreventinginfectionhasbeenreportedandthatmore
reviewsarepresentingevidencesofpreoperativeadministration.Inthisstudy,fiveoutpatientswith
susceptibilitytoinfectionswereadministeredlow-doseimmunonutrition(250mL/day)formorethan
onemonth,andthenquestionnairesweredesignedandhandedtothepatientsandnurses.Fourofthe
fivepatientsrespondedthattheirgeneralhealthstatushadimproved,including lnCreaSedvitality",
t●
'reJuVenationofskin一.Theformula.seasyapplication,tasteandcost,enableslong-term administra-
tion,andtherefore,long一七ermuseofimmunonutrientsinpatientswhoarevulnerabletoinfectionsis
effectiveforpreventinginfectionsandimprovinghealth.
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